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 本研究は，生活史を読み解くことで，人が生活風景をどのように捉えているのか，その認識構造を明らかに

することを目的としている．研究対象には『街は記憶する』という書籍を選定し，松下文法を基に分析対象の

抽出，クロス集計，図化を行った．分析対象として抽出された全名詞句の分類，クロス集計を行うことで，生

活史に含まれる要素の特徴を把握した．そして，図化の結果から，包括要素が面的集合によって記憶の集合体

を形成していると考察した．また，包括要素の重複型における繰り返し要素は，記憶の集合体である包括要素

を点的結合によって繋ぐ結節点として機能していると推察した．最後に，包括要素は地域の記憶を活かしたま

ちづくりへ，繰り返し要素は複数人物の体験を繋ぎ合わせる景観検討へ活用できることを示唆した． 
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１. 背景・目的 

 

 人は，「あの場所から見るこの景色がいい」「あの頃は

ここで誰と遊んでいた」「かつて誰がどのあたりに住んで

いた」など，生活の中で身近に存在しているものを風景

として認識している 1）．そして，様々な場所で，数多く

の人と関わりながら認識する生活風景は，体験として記

憶に残る．記憶された体験の全体像を構造的に把握する

研究は数多く行われており，風景計画や空間の操作の基

礎資料として利用されている 2）3）4）．つまり，体験は，

生活風景を考える際のひとつの基盤であるといえる．こ

うした体験を人がどのように認識しているのか，その認

識構造から生活風景の構造を理解する一助となると考え

られる．また，人の生活風景の構造を理解することで，

普段生活している空間構成を把握することに繋がる．そ

して，この空間構成から，まちづくりや景観検討を行う

際に活用できる視点を得られるのではないだろうか． 

 以上より，本論は人が生活風景をどのように捉えてい

るのか，その認識構造を基盤となる体験から把握するこ

とを目的とした． 

 

２. 既往研究の整理・比較 

 

(1)本論の位置付け 

 生活風景の認識構造や形成要因を明らかにする研究に

おいて，対象となる風景にはいくつか種類がある．その

ひとつに，人が経験し知覚することで記憶した風景が，

更に経験によって蓄積・醸成されることで得られる心象

風景がある．「良好として思い起す風景」5)6)7)「思い描く

農村の風景」8) 「印象的な風景」9)など，調査時に心象

風景の特定を行うことで，人の記憶の中に残る風景とそ

の構造，形成要因等について考察している．一方で，山

口ら 10）は，生活史について聞き取り調査を行い，心象風

景について考察した．これは，生活史が人の思い出とし

て残っている生活風景全般を含んでおり，それは様々な

体験とともに記憶されているからである．しかし，山口

らの研究では「記憶している周辺の風景と，それにまつ

わる思い出」についての聞き取り調査を行っており，生

活史という体験からわかる生活風景を扱っているとは言

えない．よって，本研究では，体験を記録した生活史を

読み解くことで，生活風景の認識構造を把握することと

した．  



 また，記憶や認識構造を明らかにする研究において，

アンケート結果や文章などの言葉が分析対象となる場合

が多い．これらの言葉は，文法等に基づいて抽出した言

葉をひとつのデータとして数値や種類に置換し，客観的

に捉えようとする場合 11)12)13)14)が多い．これは，言葉の意

味解釈には調査者の主観が入ることで，信頼性が欠けて

しまう可能性が高いからである．また，言葉というデー

タを用いて客観的に認識構造を分析する場合，しばしば

図化という手法が用いられる．図化にも様々な種類があ

り，マッピング法 15) 16)，イメージマップ 17) 18)，ハイパー

テキスト 19)，動態的風景記述モデル 20)21)等が挙げられる．

こうした既往研究より，抽出した要素の分布や認識構造

等を明らかにする上で図化は有用であるといえる．しか

し，これらの手法は抽出した言葉の意味から図化してお

り，抽出に利用した文法構造をもとにしていないと考え

られる．よって，本研究では，より客観的に分析を行う

ために，言葉の抽出に利用した文法を用いて図化を行う

ことを試みる． 

 以上より，本研究は，体験が記録された生活史につい

て，文法に基づいた名詞句の抽出を行い，文法における

言葉同士の関係性からルールを作成し図化を行うことで，

生活風景の認識構造を明らかにする． 

 

(2)研究対象の選定 

 本研究では，山口ら 22)の研究と同様に生活史を研究の

対象とすることが最適であると考え，研究対象として『街

は記憶する』を選定した．これは，熊本県熊本市上通界

隈に関わりのある人物に「それぞれの上通」について聞

き取り調査を行い，その証言をまとめた書籍である 23)．

すなわち，その証言は既往研究と同様に，調査対象者に

聞き取り調査を行うことで得た生活史であると捉えるこ

とができる． 

 研究対象である本書の中には，8 人の人物の証言が記

録されている．本論では，この8人の証言録について分

析を行う．表-1に，各人物の概要を示す． 

 

(3)分析対象と分析手法 

 日本語文法について様々な研究が行われており，その

ひとつに松下文法がある．松下文法とは，明治から昭和

初期にかけて活躍した松下大三郎による学説（一般理論

文法学）で，日本最初の口語文法論ともいわれている24)．

その特徴は，文章を構造的に分析し，詞の相関論によっ

て各詞の関係性にまで言及していることである．本論で

は，この松下文法をもとに詞句の抽出を行う．また，抽

出した詞句について詞の相関論に基づいたルールによる

図化を行い，人が生活風景をどのように捉えているのか，

その認識構造を把握する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 分析対象の抽出 

 

(1)抽出方法 

 本論では，名詞句を記憶の中の生活風景を構成する要

素と仮定し，名詞句全てを分析対象とする．これは，要

素を特定せずに人間の生活とその生活風景がどのように

捉えられているのかを把握するためである．また，本論

の分析対象は名詞句で，関係性の把握に述部が必要とな

るが，副詞の断句については分析対象外とする．図-1に，

抽出の流れを示す． 

 

(2)抽出結果・考察 

 (1)で示した抽出手法によって，分析対象『街は記憶す

る』から1799要素を抽出した．抽出した要素は人，物，

場所，事象，時間の5項目に分類することができ，各項

目をさらに細分し，全要素を 15 種類に分類した．表-2

に，抽出及び分類結果を示す． 

 この結果より，既往研究で抽出される場に関する要素

は全体の 12.0％であり，地域特性として扱われていた自

然物や人工物といった物に関する要素も全体の 12.5％と

なっている．つまり，これまでの既往研究で扱っていた

要素は，記憶全体において12％前後の存在ということが

わかる． 

図-1 抽出の流れ 

私の祖父の源吉は、もともと、下通りのいまの「ダイ 

エー」の一角で「布屋」という旅館をやっており、宿泊費 

の安い大衆的な宿で繁盛したようです。 

私の祖父の源吉は／もともと／下通りのいまの「ダイ 

エー」の一角で／「布屋」という旅館を／やっており／宿 

泊費の安い大衆的な宿で／繁盛したようです／ 

私の祖父の源吉は／ ／下通りのいまの「ダイ 

エー」の一角で／「布屋」という旅館を／やっており／宿 

泊費の安い大衆的な宿で／繁盛したようです／ 
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助辞を手掛かりに名詞句・述部を抽出 

表-1 記録された各人物の概要（「街は記憶する」より抜粋）

性別 生年 職種

1 男 1912 商店

2 男 1922 商店

3 男 1922 商店

4 女 1923 飲食店

5 男 1926 商店

6 男 1915 卸商社

7 男 1928 食料店

8 男 1927 会社員



 一方で，状態や行為などを表す事象に関する要素は，

全要素の 41.1％を占めており，記憶の多くが事象に関す

る要素によって構成されているといえる．この事象に関

する要素は，実際に目にしたり手に触れたりすることが

できる物や人，場とは異なり，語り手である人物がその

場に立会い体験した内容について再び捉えなおす時，目

に見えず手に触れることができないような物事を，どう

解釈し認識しているのかを表現していると考察できる．

また，全体の 12.4％を占める時間表現も，目で見たり手

で触れたりすることができない．このことから，時間に

関する要素は，体験した内容をあとから述べる時に情況

を明確に相手に説明する目的で出現しているのではない

かと推察できる． 

 以上より，人間は体験したことを述べる時には，目に

見えたり手に触れたりする人や物，場よりも，目に見え

ず手に触れることができないような事象や時間について

の表現の方が多く用いられることがわかった． 

 

 

４. 体験における要素の種類と傾向 

 

(1)定量分析の目的 

 本章は，何の要素がどう捉えられているのかについて，

要素と要素の関係性から傾向を把握することを目的とし

ている．よって，抽出した要素と要素同士の関係性を相

互的に分析するために，クロス集計による傾向把握を行

うこととした． 

 

(2)分析方法 

 縦軸及び横軸を，それぞれ以下のように設定した． 

a) 横軸 

 横軸には，3章(3)にて分類した要素の種類を挙げる． 

b) 縦軸 

 縦軸には，詞の相関論に基づいた詞の関係性を示す．

なお，詞の関係性には，主体的関係，客体的関係，実質

的関係，連体的関係，修用的関係の 5 関係がある 21)．3

章において，名詞句にかかる名詞句はひとつの句として

捉えて抽出を行った．そのため，連体的関係の名詞句は

抽出されていない．よって，主体的関係，客体的関係，

実質的関係，修用的関係の4関係が，抽出された名詞句

に関わることになる．修用的関係における名詞句は，主

体，客体，実質の 3関係に更に分類できるため 25)，主体， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

客体，実質，修用主体，修用客体，修用実質の6項目を

縦軸の項目となる． 

 

(3)分析結果・考察 

a) 主体的関係 

 表-3に，クロス集計結果を示す． 

 修用的関係における主体的関係も含めた主体的関係に

おける個人の要素数は，165 個と主体的関係において最

多であることがわかる．これに対し，「宴会が始まります」

という時の「宴会」という行為や，「商店街の電気もネオ

ンもそのまま灯っていました」の「商店街の電気やネオ

ン」という人工物などのような無生物主語によるの主体

的関係を示す要素は267個となった．この無生物主語の

場合における人間は，情況とのかかわり方を認識する者

と考えることができる． 

b) 客体的関係 

 表-3より，客体的関係における要素では行為に関する

要素が 119 個と最多である．修用的関係の客体的関係も

含めた場合，要素数は155個となり，全ての客体的関係

にある要素637個のうち24.3％を占める．行為に関する 

 

 

 

 

 

 

表-2 抽出及び分類結果 

個 ％ 個 ％

ある人物を特定しているもの

例） わたし　家族　個人名　店員　客

会社や団体等、人のように扱われているもの

例） 店舗　会社　団体　学校

自然に関するもの

例） 水　樹木

造られたもの

例） 建築物　街灯　舗装

動物や虫など

例） 犬　牛　虫

可動物など物として扱われているもの

例） 給料　自動車

特定の場所を示すもの

例） 地名　家

立場や例示など、物の状態を示すもの

例） 社長　例示

発言内容及び行為として書かれているもの

例） 遊び　商売

一連の行為等，出来事として捉えているもの

例） 災害　戦争

五感で感じるもの

例） 匂い　音

数字的なもの

例） 金額　人数

時間や日時などを特定するもの

例） 年月日　当時

繰り返しや頻度をあらわすもの

例） そのたびに

物事の順番をあらわすもの

例） 最初　次いで
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表-3 クロス集計結果（個数） 

主体 145 52 8 19 2 33 27 21 36 19 0 2 6 0 0 370
修用主体 20 9 0 7 0 10 2 2 5 7 0 0 0 0 62

客体 49 61 7 19 3 67 103 51 119 14 0 7 4 0 0 504

修用客体 9 13 0 4 0 20 17 13 36 8 2 7 4 0 0 133
実質 19 9 2 2 1 19 61 196 63 18 1 32 142 1 6 572

修用実質 3 7 0 0 0 1 6 24 27 16 1 12 52 2 7 158

計 計 13307 46 150 216 1799
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要素が客体的関係に多いのは，抽出時に「勉強をする」

という句を「勉強を」という行為と「する」という述部

に分けたためと考えられる．また，「だれいう事も無く『え

らいこつになったバイ』と一同，真っ青になりました」

という文章にでは，発言内容である『えらいこつになっ

たバイ』を発言という行為として捉えたために，客体的

関係において行為に関する要素が最多となったとも考え

られる．客体的関係における名詞句は動作の対象である

から，こうした行為は動作の働きかける対象として認識

される傾向にあると考察できる． 

c) 実質的関係 

 表-3より，全要素において，最も多い関係は実質的関

係である．そのうち，状態に関する要素が220個と最も

多く，全ての要素と関係においても最多である．実質的

関係の名詞句は，述部または主体に対して意味を補完す

るものである．つまり，要素から要素への働きかけ，あ

るいは要素そのものの意味を補完するために状態という

視点を用いて認識していると考えることができる． 

 次に，修用的関係も含めた日時に関する実質的関係の

要素は，状態に次ぐ194個となっている．時間に関する

要素も状態と同様に，情況を補完する役割として捉えら

れる傾向にあるということができる．また，「初めは」や

「次いで」など頻度や順序のように副詞に含まれる内容

が名詞句として出現した場合，実質的関係としてのみ出

現することが明らかとなった． 

 以上より，クロス集計を行うことで，各関係における

要素の出現傾向を把握した．その結果，状態や日時に関

する要素を実質的関係として多用することで，意味を補

完しながら情況を述べる傾向にあることがわかった．ま

た，主体的関係における要素では無生物主語の要素数が

個人に関する要素よりも多く出現しており，その場合に

は話し手である個人が情況を認識する者として存在して

いると捉えることができた．そして，客体的関係におけ

る要素には行為や場所に関する要素が多く，動作の働き

かける対象として行為や場所を捉える傾向にあることが

明らかとなった． 

 

 

５. 要素間の関係と認識構造 

 

(1)文章の図化の目的 

 本章では，文法に基づいた図化を行うこととし，作成

した図から体験の記述における生活風景の認識構造を把

握する． 

 

(2)図化のルール作成 

 本論は，文法構造をもとに図化を行い，生活風景の認

識構造を把握する．この時，人や物など具体的な要素の

図を描くのではなく，要素としての単語とその関係だけ

を用いて図化を行う．図-2に，図化のルールを示す． 

 最初に，各要素について，要素を囲んだ円の線種によ

る分類を行う．次に，各要素間の関係性について，目的

語であれば矢印を主語から引く．また，述部に対する補

語であれば矢印に，名詞句である要素に対する補語であ

れば対応する要素との間に二重線を引く．この矢印と二

重線によって，各要素がどの要素に対してどの関係性に

あるのかを表現する．なお，同一文章内に書かれている

要素同士は線で結ぶ．これは，同一文章内の要素の繋が

りを明確にするためである． 

 文章中には「精養軒という有名な料亭の庭」にある「大

きな楠」のように，ある要素の中に別の要素が含まれて

いる場合がある．この場合は，その要素がどの要素の中

に含まれているかを明確にするために，含まれる「大き

な楠」という要素を，含んでいる「精養軒という有名な

料亭の庭」という要素の内部に記述し，精養軒という有

名な料亭の庭」を包括要素と定義する． 

 また，「上通の商店街」と「通り」のように，異なる表

現で同じものを示す要素もある．この場合は，全て同じ

要素を示しているとみなし，ひとつの要素に円を重ねる

こととした．このように，円の重なった要素を繰り返し

要素と定義する． 

 以上のルールに基づいて，生活史の図化を行う．なお，

本研究では，1人の文章において，1章分の文章を1枚の

図として図化することとした．これは，編集者の意図に

よるものではあるが，全体をまとまりごとに分節して捉

えたものが章であると考えることができるからである． 

 

(3)図化・考察 

 図-3に，図化した一例を示す．8人の記述をもとに，

56枚の図を作成した．これらの図について，包括要素と

繰り返し要素に着目して考察を行う． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-2 図化のルール 
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a)包括要素 

 まず，包括要素の有無で分類を行い，包括要素が全て

の要素を含むかどうかで分類する．この時，包括要素と

繋がる要素が包括要素外に存在する場合がある．この場

合には，その要素も包括要素に関連する要素であるから，

全ての要素を含むものと捉えた．その後，包括要素の数

によって更に分類を行った．分類結果を，図-4に示す． 

 図-4より，1枚の図において包括要素が全ての要素を

含んでいる図は10枚であった．この場合，話し手は大き

くひとつの情況として何かを捉え，その中での細かい情

況を更に述べている．この大きくひとつの情況として捉

えた要素は，ひとつの記憶の大きな集合体を形成してい

ると考えることができるため，包括要素は記憶の集合体

を表現したものだと考察する． 

 部分包括している図のうち，それぞれが独立して包括

している個別型は16枚，包括要素の中に包括要素がある

内包型は20枚，包括要素が重なり合う重複型は4枚ある

ことがわかった．個別型の場合，図-3Aの「下通りの『ダ

イエー』の一角」や「四男三女」のように，ひとつひと

つの包括要素が，それぞれひとつの記憶の集合体を表現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

している．一方，図-3B のような内包型では，ひとつの

記憶のまとまりの中に記憶のまとまりが存在し，大きな

記憶の集合体について更に詳しく説明していると考えら

れる．更に，重複型である図-3C のような場合，記憶の

集合体が重なり合っていることになる．この重複型にお

いて，重複している要素に着目すると，「男二人，女三人

の職員」「私の店の二階」のように重なっている部分の要

素は繰り返し要素として出現している．あるいは図-3D

のように，「男六人，女一人の七人」の中に含まれる「私」

という要素を特定することで，他の包括を形成する場合

もある．つまり，重複型の包括要素では，記憶の集合体

A 

C 

B 

D 

図-3 図化の一例 

全56図 なし 6枚 …①

あり 50枚 全包括 10枚

部分包括 40枚 個別 16枚 …④

重複 4枚 …⑥

個別 2枚 …②

重複 0枚

包括要素の有無 包括形態 包括要素間の

関係

内包 8枚 …③

内包 20枚 …⑤

図-4 包括要素の分類結果 
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が重なり合っており，重複部分に含まれる要素は異なる

記憶の集合体を繋ぐ結節点となると考えることができる． 

 以上より，包括要素は複数の要素を記憶の集合体とし

て認識しており，その認識形態には個別型，内包型，重

複型の3種類あることが明らかとなった．また，重複型

において，重なり合った部分に含まれる要素は，記憶を

繋ぐ結節点となることがわかった． 

b) 繰り返し要素 

 a)より，重複型において，重なり合った部分に含まれ

る繰り返し要素や何かを特定した要素が，記憶を繋ぐ結

節点として機能することが明らかとなった．そこで，次

に繰り返し要素に着目し，考察する． 

 図-3A「祖父」のように繰り返し要素が1個の場合，そ

の要素を中心として体験が繋がるような図となる．しか

し，図-3Dのように，繰り返し要素が「私の兄弟」「堤酒

店」「父健一郎」と複数である場合，体験の中心が分散し

ているかについて図から判断することは難しい．これは，

図-3D では繰り返しの回数がそれぞれの要素で異なって

おり，より多く繰り返される「堤酒店」という要素に体

験が集中しているように図が描かれているからであると

考えられる．つまり，繰り返し要素そのものの特徴には，

繰り返しの回数が影響していると推察できるが，具体的

な示唆を得ることはできなかった．  

 また，図中には推測による矢印や二重線という推測線

が引かれている．推測線は，主語の省略によって発生す

る．図-3A「祖父」は繰り返し要素として出現していると

判断できるが，図-3B の「私」を繰り返し要素と判断す

ることはできない．つまり，推測線からわかる繰り返し

要素については，主語の省略だけではなく推測線そのも

のが不確定なために，繰り返し要素として出現していな

い場合や省略されている場合があると考えられる．以上

より，繰り返し要素について考える際には，推測線その

もののあり方について，今後更に検討する必要がある． 

 以上より，重複型の包括要素内における繰り返し要素

は包括要素同士を繋ぐ結節点として機能していると考え

られるが，全ての繰り返し要素の特徴を把握することは

できなかった．今後は，繰り返し回数，推測線のあり方，

推測線からわかる繰り返し要素の扱い方について，検討

が必要である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６. 生活風景の認識構造 

 

 5 章で考察した「包括要素」と「繰り返し要素」とい

う 2 つの関係についてクロス集計を行い，4 章で得た考

察と比較することで，人の体験から読み解く生活風景の

認識構造を明らかにする． 

 

(1)包括要素 

 包括要素について，横軸に要素の種類，縦軸に詞の関

係性を用いてクロス集計を行った．表-4に，集計結果を

示す． 

 図-3Aにおける「昭和初期から戦前にかけて」「昭和十

六年九月」や図-3C「任意の組合」「大水害の日」といっ

た包括要素は56枚中に141個存在する．そのうち，客体

的関係の場所に関する要素が最多であり，実質的関係の

日時，実質的関係の場所が続く．日時に関する要素は，

目に見えず手に触れることができない物事についての表

現である．場所に関する要素は，目に見えて手に触れる

ことができる要素ではあるが，「商店街」「店の前」「軒

下」のように，空間的な広がりのある要素として認識さ

れているとも考えることができる． 

 また，目に見えず手に触れることができない事象や時

間に関する要素の合計個数は66個となる．これは，3章

(2)で述べたように，目に見えず手に触れることができな

いような事象や時間についての表現の方が多く用いられ

るという傾向とも合致する．事象や時間は，目に見えず

手に触れることはできないが，「昭和初期から戦前にか

けて」という時間的な広がりや，「任意の組合」という集

団のように，何かしらの広がりやまとまりを持つ要素と

考えることができる．つまり，空間的あるいは時間的な

広がりやまとまりを持つ要素が，包括要素となる傾向に

あるといえる． 

 

(2)繰り返し要素 

 繰り返し要素について，(1)同様にクロス集計を行った．

表-5に，その集計結果を示す．横軸は要素の種類，縦軸

は出現時の要素の関係を表している． 

 表-5より，修用的関係における主体的関係も含む全て

の主体的関係のうち個人に関する要素は 61 個抽出され

ており，残る54個は個人以外を主体として捉えているこ

とがわかる．これは，4章(3)で述べたように個人以外を 

 

 

 

 

 

 

 

表-4 包括要素のクロス集計結果（個数） 

主体 7 1 5 4 1 1 4 5 28

修用主体 1 4 5

客体 5 1 1 2 1 3 15 3 3 3 37

修用客体 1 1 6 1 1 10

実質 2 2 13 3 1 4 12 37

修用実質 3 1 3 7 10 24
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主体として認識している場合と合致する．しかし，繰り

返し出現する要素では主体的関係における要素 115 個の

うち個人以外の主体の割合は 47.0％であるのに対し，全

要素内の主体における個人以外が占める割合は 52.1％で

ある．つまり，主体としての要素は個人以外の要素の方

が多く出現するが，個人に関する要素は繰り返し出現す

る傾向が強いといえる． 

 このように，繰り返し要素の種類とその関係について

クロス集計から把握することはできた．しかし，5章(3)b)

で述べたように，図化による結果から繰り返し要素全体

の特徴を把握することはできなかった． 

 

(3)生活風景の認識構造 

 (1)において，包括要素は空間的あるいは時間的な広が

りやまとまりとして認識されていると推察した．これを，

内包型である図-3Aを例として考える．「昭和初期から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦前にかけて」という時間的な広がりを表す記憶の集合

体の中に，「そんなころ」「その当時」「そのうち」「昭和

十六年九月」という時間に関する要素が記憶の集合体と

して表現されている．また，「そんなころ」という記憶の

集合体の中には「金持ちさんたち」という包括要素があ

り，「金持ちさんたち」というまとまりを表す要素の中か

ら「遠方からのお客」という要素を特定している．この

包括の様相を図にすると図-5のようになり，包括要素に

よる記憶の集合体は面的結合として互いに繋がっている

といえる． 

 この面的結合による記憶の集合は，一人の記憶の中の

一つである．この面的結合による記憶の集合が，複数人

に共通する場合がある．研究対象の『街は記憶する』に

おいて，複数人に抽出されている包括要素の例として，

「上通」が挙げられる．この「上通」に包括されている

要素のうち，複数人に共通して出現する要素のひとつと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-5 面的結合による体験の認識構造（図-3Aを事例として） 
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表-5 繰り返し要素のクロス集計結果（個数） 

主体 53 19 2 11 1 1 4 1 6 3 1 217

修用主体 8 3 1 1 13

客体 16 21 6 1 8 19 3 2 2 176

修用客体 2 4 1 5 5 2 1 20

実質 4 1 4 2 2 1 2 1 1 4 50

修用実質 1 1 1 1 1 1 6

物 場所 事象 時間
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230

196

56

2 6 0 06 12 9 2

0

0

0

83 49 2 19 2 18 31
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0
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順序

61 2 1 4 7 0 122

数量五感 日時 頻度場所 状態 行為 出来事自然物 人工物 生物 その他

客

体

実

質

法人

18

4

25

2

主

体

個人

人



して「招魂祭」があった．つまり，地域の記憶として認

識されている「上通」において，「招魂祭」が複数人の共

通した出来事であると認識されている．この「上通」と

いう包括要素と包括されている「招魂祭」のように，複

数人の記憶の集合体が地域の記憶として存在し，その地

域の記憶として含まれている要素や共通する要素が，ま

ちづくりへと結び付く重要な手掛かりとして活用できる

のではないだろうか．  

 次に，繰り返し要素の特徴について，5 章(3)a)では包

括要素が重複型の場合に繰り返し要素が結節点となり得

ると推察した．よって，包括要素が重複型である図-3C

を例として，繰り返し要素による体験の記述の認識構造

を考察する．図-3C において，記憶の集合体である包括

要素は「任意の組合」「事務局」「このこと」「大水害の

時」の4個である．これらの包括要素について，「男二人，

女三人の職員」が「任意の組合」と「このこと」を繋ぎ，

「男二人，女三人」と「私の店の二階」が「このこと」

と「大水害の時」を繋いでいる．この様相を図にすると

図-6のようになる．つまり，異なる記憶の集合体という

面的な広がりの要素を，繰り返し要素が結節点として記

憶の集合体を繋ぎ合わせながら，体験として認識してい

るといえる． 

 面的結合において，「上通」という包括要素の中にある

「招魂祭」が共通認識された要素であると述べた．この

「招魂祭」のうち，一人の記憶の中で「舞台」が繰り返

し要素として出現している．別の人物の記憶にも「舞台」

という要素は出現しており，これに繋がる体験も記述さ

れている．このように，複数人の体験を繋ぐ繰り返し要

素を把握することで，不特定多数の体験を繋ぐ景観検討

に活用できると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しかし，繰り返し要素が結節点となり，点的結合とし

て体験を認識しているという考察は，包括要素が重複型

である場合から導き出したものであり，他の場合につい

て，あるいは繰り返し要素そのものについての傾向とは

断定できない．よって，今後は全ての繰り返し要素が結

節点となり点的結合を形成することで体験を認識してい

るかどうか，検証することが課題である． 

 以上より，生活史という体験の記述を文法に則って読

み解き図化することで，包括要素が面的結合によって記

憶の集合体を形成していると示唆した．また，包括要素

の重複型における繰り返し要素について，記憶の集合体

である包括要素を点的結合によって繋ぐ結節点となって

いると推察した．そして，包括要素は地域の記憶を活か

したまちづくりへ，繰り返し要素は体験を繋ぎ合わせる

景観検討へ活用できることを示唆した． 

 

 

７. まとめ 

 

(1)結論 

 以下に，本論で得られた結論を示す． 

a)文法に則って抽出した要素（名詞句）1799 個を，人，

物，場所，事象，時間の5項目に大きく分類し，各項目

を更に細分することで，抽出した要素の傾向を把握する

ことができた． 

b)抽出した要素の種類と詞の相関論に基づく要素間の関

係性によるクロス集計から，要素の特徴を把握した． 

c)図化を行うことで，包括要素と繰り返し要素という 

2つの視点から，作成した図の特徴を把握した． 

d)包括要素が，面的結合によって記憶の集合体を形成し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-6 点的結合による体験の認識構造（図-3Cを事例として）
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ていることを明らかにした．また，包括要素の重複型に

おける繰り返し要素について，記憶の集合体である包括

要素を点的結合によって繋ぐ結節点となっていると推察

した． 

e)包括要素は地域の記憶を活かしたまちづくりへ，繰り

返し要素は体験を繋ぎ合わせる景観検討へ活用できるこ

とを示唆した． 

 

(2)今後の展望と課題 

 本研究は，体験として語られた生活史を読み解くこと

で，包括要素という面的結合によって人は記憶の集合体

を形成していることを明らかにした．また，包括要素の

重複型における繰り返し要素が，記憶の集合体である包

括要素を点的結合によって繋ぐ結節点となっていると推

察した．このように，文章の意味ではなく文法構造から

生活風景の認識構造が明らかになれば，集めた地域住民

の証言を文法で読み解くことで，地域住民の記憶を把握

することができる．そして，それらの記憶から結節点と

なる要素やまとまりを形成する要素を手掛かりとして，

地域の記憶を活かしたまちづくりや複数人物の体験を繋

ぐ景観整備へと展開することができるのではないだろう

か． 

 しかし，5 章(3)にて推測線のあり方に問題があり，図

化から繰り返し要素の特徴を把握することができなかっ

た．よって，推測線のあり方を含めた図化の方法や繰り

返し回数の意味するところなどについて精査し，繰り返

し要素の傾向や特徴から繰り返し要素による認識構造を

明らかにすることが課題として挙げられる． 
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